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Enhanced autophagic cell death in expanded polyhistidine variants of HOXA1 reduces 






















































 結 論 
 ヒスチジンの長さの変異をもつHOXA1遺伝子の発現により細胞機能が障害され、神経分
化の異常が引き起こされることが明らかになった。この変異は精神神経疾患の新たな原因
になる可能性が示された。 
 
  
